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日
本
に
お
け
る
ラ
ン
グ
ス
ト
ン

　
　
ー
そ
の
紹
介
の
経
緯
に
つ
い
て
ー

・
　
ヒ

　
二
＾
1
・
冒
ー
ク
の
黒
人
衛
ハ
ー
レ
ム
の
桂
冠
詩
人
と
し
て
記

憶
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
詩
人
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
．
ヒ
ュ
ー
ズ

（
■
彗
o
q
津
昌
雪
自
嘗
霧
）
（
一
九
〇
二
－
一
九
六
七
）
は
、
一
九

三
三
年
（
昭
和
八
年
）
に
来
日
し
、
短
い
滞
在
の
記
録
を
二
冊
目

の
自
叙
伝
『
さ
す
ら
い
つ
つ
驚
く
』
（
－
ミ
o
ミ
ミ
§
、
§
ミ
ミ
）

（
一
九
五
六
）
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
ヒ
ュ
ー
ズ
は
世
界
一

周
旅
行
の
途
中
で
、
ソ
プ
ィ
エ
ト
を
経
由
し
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国

す
る
遣
す
が
ら
、
わ
が
国
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ

の
最
初
の
予
定
，
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
を
発
っ
た
あ
と
、
中
国
に
渡
り
、

北
京
を
訪
れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
東
支
那
鉄
遺
を
日
本
軍
が

切
断
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
東
支
那
鉄
道
経
由
で
北
京
に
行
く

こ
と
は
断
念
す
る
ほ
か
は
な
く
、
日
本
に
立
ち
寄
り
、
日
本
経
由

ユ
ー
ズ

斎
　
　
藤

忠

利

で
中
国
に
渡
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
鉄
遭
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
来
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、

船
で
日
本
海
を
渡
り
、
一
九
三
三
年
六
月
二
三
日
に
敦
賀
に
上
陸
、

京
都
で
一
泊
し
た
の
ち
、
東
京
に
向
か
い
、
東
京
で
は
、
前
々
か

ら
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
ニ
フ
イ
ト
の
建
て
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
と
散

々
、
聞
か
さ
れ
て
い
た
帝
国
ホ
テ
ル
に
逗
留
す
る
。
最
初
の
数
日

間
は
、
無
為
に
過
，
こ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
と
ヒ
ュ

ー
ズ
は
築
地
小
劇
場
に
出
か
け
て
い
る
。

　
実
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
モ
ス
ク
ワ
で
、
築
地
小
劇
場
の
元
の
演
出

家
セ
キ
・
サ
ノ
（
佐
野
碩
）
と
会
っ
て
い
て
、
佐
野
が
ヒ
ュ
ー
ズ

の
来
『
の
予
定
を
築
地
小
劇
場
の
俳
優
た
ち
に
予
紙
で
知
ら
せ
て

あ
っ
た
の
で
、
芝
居
の
上
演
後
、
舞
台
裏
を
訪
れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
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（27） 日本におけるラングストン・ヒューズ

こ
の
劇
場
を
訪
問
し
た
最
初
の
黒
人
作
家
と
し
て
、
俳
優
た
ち
か

ら
暖
か
く
迎
え
ら
れ
た
。

　
そ
も
そ
も
ヒ
ュ
ー
ズ
が
、
築
地
小
劇
場
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
こ
の
劇
場
で
ド
ゥ
ボ
ウ
ズ
・
ヘ
イ
ワ
ー
ド
の
『
ポ
ー
ギ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

（
U
自
｝
o
竃
葭
2
ミ
彗
p
き
、
簑
）
（
一
九
二
五
）
そ
の
他
の
外
国

の
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
左

翼
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
、
こ
の
前
衛
的
な
劇
揚
が
警
察
の
監
視

下
に
あ
っ
た
こ
と
を
最
初
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
日
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
ホ
テ
ル
に
帰
る
ま
で
の
間
に
、

芝
居
の
上
演
中
、
警
察
の
検
閲
官
が
台
本
を
見
な
が
ら
、
俳
優
の

台
詞
を
監
視
し
て
い
た
こ
と
を
察
知
し
て
い
る
。
そ
の
後
ヒ
ュ
ー

ズ
は
、
警
視
庁
で
尋
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
の
警
察

は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
モ
ス
ク
ワ
で
佐
野
碩
と
会
っ
た
こ
と
も
情
報
と

し
て
搦
ん
で
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
秘
密
の
指
令
を

受
け
取
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
従
業
員
ま
で
が
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
築
地

小
劇
場
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

ら
し
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
’
　
　
・

　
そ
の
翌
日
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
日
を
知
っ
た
日
本
の
作
家
や
俳
優

た
ち
、
美
術
家
や
新
聞
記
者
た
ち
が
何
人
か
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
ヒ

ユ
ー
ズ
を
訪
ね
、
そ
の
あ
と
二
週
間
ほ
ど
は
、
イ
ン
タ
プ
ユ
ー
や

ら
、
寺
院
、
劇
場
、
公
園
、
大
学
な
ど
へ
の
案
内
、
晩
餐
会
へ
の

招
待
が
あ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
自
分
自
身
の
時
閲
が
無
い
、
と
悲

鳴
を
あ
げ
る
ほ
ど
の
歓
待
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が

会
っ
て
い
る
の
は
、
主
に
芸
術
関
係
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
人
々
を
通
じ
て
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
自
分
が
n
口
本
人
の
間
で
全
く

無
名
の
黒
人
詩
人
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
書
い

て
い
る
1

　
わ
た
し
の
詩
の
い
く
つ
か
は
、
す
で
に
翻
訳
さ
れ
、
あ
る

日
本
の
文
芸
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
し
、
わ
た
し
の
肖
像
が

1
そ
れ
は
、
写
真
を
も
と
に
描
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
ー

そ
の
表
紙
に
載
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
肖
像
で
は
、
わ

た
し
は
、
ち
ょ
っ
び
り
垂
れ
目
で
、
す
っ
か
り
日
本
人
で
あ

る
よ
う
に
見
え
た
。
わ
た
し
の
ハ
ー
レ
ム
の
ブ
ル
ー
ス
の
詩

篇
の
翻
訳
は
、
な
か
な
か
上
手
に
で
き
て
い
て
、
東
京
で
か

な
り
の
注
目
を
惹
い
て
い
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ブ
ル
ー

ス
は
、
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

W
・
C
・
ハ
ジ
デ
ィ
の
古
典
的
作
品
「
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
・

ブ
ル
ー
ス
」
は
、
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
の
歌
詞
は
、
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日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
ー
「
わ
た
し
は
夕
陽
の
沈
む

の
を
見
る
の
が
嫌
だ
」
－
1
÷
ま
た
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
は
東

京
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
、
さ
か
ん
に
回
っ
て
い
た
。
東

京
の
ジ
ャ
ズ
・
パ
ン
ド
は
、
何
人
か
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
も
加
わ
っ
て
い
て
、
見
事
な
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
を

＾
2
）

し
た
。

　
ヒ
ュ
ー
ズ
が
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
日
本
の
文
芸
誌
は
、
一
九

三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
創
刊
さ
れ
た
『
新
英
米
文
學
－
亭
Ω

冒
妻
串
眈
且
ユ
↓
ま
σ
『
ま
旨
淳
里
昌
宰
－
S
目
；
O
冨
巨
冨
』
で
あ

＾
3
〕
り
、
こ
の
文
芸
誌
は
、
小
野
健
人
氏
を
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
、

月
刊
、
こ
の
年
の
二
月
一
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、
最
初
、
定

価
は
、
一
部
参
拾
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル

が
す
ぺ
て
、
英
語
の
小
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
当
時
、

い
わ
ゆ
る
小
雑
誌
（
、
一
ま
一
〇
昌
晶
竃
巨
①
、
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
国
際
雑
誌
『
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
』
（
“
§
姜
ミ
§
）
の

タ
イ
ト
ル
に
倣
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
文
芸
誌
の
創
刊
号
は
、
「
ヂ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヂ
冒
イ

ス
特
輯
号
」
で
、
寄
稿
者
に
は
、
西
脇
順
三
郎
、
阿
部
知
二
、
竹

友
藻
風
、
澤
村
寅
二
郎
、
高
垣
松
雄
、
佐
藤
清
、
矢
部
貞
治
、
西

川
正
身
ほ
か
の
、
録
々
た
る
先
生
方
の
御
名
前
が
見
ら
れ
、
そ

の
犬
き
な
特
徴
は
、
そ
の
創
刊
号
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス

（
言
昌
8
言
｝
8
）
（
一
八
八
二
－
一
九
四
一
）
の
紹
介
に
カ
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
英
・
米
の
モ
ダ
ニ

ズ
ム
の
文
学
の
紹
介
・
受
容
を
試
み
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
そ
れ
と
関
連
し
て
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
す

る
関
心
を
示
す
論
考
も
掲
載
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
の
動
向
な
ど
に
も
目
を
配
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
編
集
方
針
と
し
て
、
毎
号
、
表
紙
に
英
・
米
の
作

家
の
肖
像
を
掲
げ
て
い
る
が
、
創
刊
号
（
二
月
号
）
は
ジ
ョ
イ
ス
、

三
月
号
は
セ
オ
ド
ー
ア
・
ド
ラ
イ
サ
ー
（
↓
ま
a
o
竃
U
『
9
器
『
）

（
一
八
七
一
－
一
九
四
五
）
、
四
月
号
は
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス

レ
ー
（
＞
5
o
寡
曽
自
巴
｛
）
（
一
八
九
四
－
一
九
六
三
）
、
五
月

号
は
D
｝
H
・
ロ
レ
ン
ス
（
U
■
声
■
芭
妻
H
彗
8
）
（
一
八
八
五

－
一
九
三
〇
）
、
六
月
号
は
リ
ー
ア
ム
・
オ
フ
レ
ア
テ
ィ
（
ζ
－

里
昌
O
．
ヨ
筈
彗
｛
）
（
一
八
九
七
－
一
九
八
四
）
、
七
月
号
は
エ

ド
マ
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
■
o
昌
昌
o
峯
宗
昌
）
（
一
八
九
五

－
一
九
七
二
）
、
八
月
号
は
ブ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
サ
ク
プ
ィ
ル
ー
－

ウ
ェ
ス
ト
（
≦
9
昌
ぎ
蟹
鼻
く
畠
O
－
老
O
叩
け
）
（
一
八
九
二
－
一

九
六
二
）
、
九
月
号
は
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
十
月
号
は

526



（29） 日本におけるラングストン・ヒューズ

シ
ト
ウ
ェ
ル
姉
弟
（
↓
5
ω
奉
峯
①
豪
）
ー
イ
ー
デ
ィ
ス
・
シ
ト

ウ
ェ
ル
（
向
昌
亭
ω
津
幸
o
二
）
（
一
八
八
七
－
一
九
六
四
）
、
オ
ズ

パ
ー
ト
・
シ
ト
ウ
ェ
ル
（
0
3
雪
什
ω
箒
ミ
邑
）
（
一
八
九
二
－
一

九
六
九
）
、
サ
シ
ェ
ヴ
ェ
レ
ル
・
シ
ト
ウ
ェ
ル
（
ω
碧
ぎ
く
胃
邑

ω
ま
く
o
＝
）
（
一
八
九
七
－
　
　
　
　
）
L
＋
二
・
一
月
合

併
号
は
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ソ
ン
（
望
雪
考
o
o
」
＞
邑
實
■

眈
昌
）
（
一
八
七
六
－
一
九
四
一
）
、
ニ
ニ
ニ
月
合
併
号
は
ジ
ョ

ン
・
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ィ
　
（
』
o
＝
自
Ω
巴
蜆
毛
o
『
亭
｝
）
（
一
八
六
七

－
一
九
三
三
）
、
四
・
五
月
合
併
号
は
ジ
目
ン
・
メ
イ
ス
フ
ィ

ー
ル
ド
（
」
o
；
…
鶉
o
ま
巨
）
（
一
八
七
八
－
一
九
六
七
）
、
飛

ん
で
八
月
号
は
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
（
望
昌
巨
『
5
三
叩
）
（
一

八
八
五
－
一
九
五
一
）
の
肖
像
が
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
。

　
ノ
ー
ペ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
を
含
め
て
－
シ
ン
ク
レ

ア
・
ル
イ
ス
は
一
九
三
〇
年
に
、
ま
た
、
ジ
冒
ン
・
ゴ
ー
ル
ズ
ワ

ー
ジ
ィ
は
一
九
三
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る

－
こ
の
当
時
の
英
・
米
文
学
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
と
な
ら
ん

で
、
三
十
歳
に
な
っ
た
ぱ
か
り
の
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の

肖
像
が
、
こ
の
文
芸
誌
の
表
紙
に
用
い
ら
れ
た
経
緯
せ
、
残
念
な

が
ら
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
さ
き
に
こ
の
文
芸
誌
の
特
徴
の
ひ
と

つ
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
文
学
へ

の
関
心
と
関
係
が
。
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
六
月
号
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
ヴ
ェ
イ
チ
ェ
ル
・
リ
ン
ジ

ィ
（
く
彗
冨
－
巨
目
o
審
｝
）
（
一
八
七
九
－
一
九
三
一
）
の
、
黒

人
の
魂
に
つ
い
て
歌
っ
た
詩
『
］
ン
ゴ
ウ
』
（
掌
雨
o
§
窓
一
』

9
s
母
ミ
§
雨
≧
祭
§
亀
§
雨
）
（
一
九
一
四
）
の
評
釈
の
連
載
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

始
ま
っ
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
詩
才
を
発
見
し
た
リ
ン
ジ
ィ
と
の

関
連
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
文
学
の
新
し
い
担
い
手
と
し
て
、

ヒ
ュ
ー
ズ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
『
新
英
米
文
學
』
は
、
ヒ
ュ
i
ズ
の
来
日
に
先
立

つ
こ
と
十
か
月
前
に
、
恐
ら
く
そ
の
時
点
で
は
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
目

を
予
想
だ
に
せ
ず
、
ヒ
ュ
、
ー
ズ
の
肖
像
を
そ
。
の
表
紙
に
掲
げ
て
、

ヒ
ュ
ー
ズ
に
敬
意
を
表
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ヒ
ュ

ー
ズ
が
来
日
し
た
と
き
、
そ
の
年
の
『
新
英
米
文
學
』
の
八
月
号

は
そ
の
こ
と
を
報
じ
て
、
「
O
享
昌
巨
①
昌
ρ
O
O
昌
昌
O
葦
ω
」
欄

に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
1

●
ア
メ
リ
カ
の
z
①
o
目
；
勺
o
黒
と
し
て
有
名
な
■
彗
o
目
g
昌

｝
温
プ
鶉
が
6
月
2
3
日
に
敦
賀
に
上
陸
し
た
。
こ
の
記
事
を

載
せ
た
の
は
恐
ら
く
「
日
日
」
だ
け
で
あ
ら
う
。
＝
奏
慕
蜆

は
世
界
漫
遊
の
途
上
ド
イ
ツ
で
例
の
ナ
チ
ス
に
遣
は
れ
、
日

52？
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本
に
や
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
漫
遊
の
目
的
は
世
界
の
著
名

な
文
學
者
に
會
見
す
る
こ
と
に
あ
る
ら
し
い
。
日
本
で
は
菊

池
寛
氏
と
冒
ネ
・
ノ
グ
チ
氏
に
會
見
の
豫
定
を
つ
け
て
ゐ
る

さ
う
だ
。
果
し
て
目
的
を
果
し
た
か
否
か
？
　
　
「
新
英
米
文

學
」
は
昨
年
の
9
月
、
表
紙
に
彼
の
省
像
を
掲
げ
て
、
官
o
－

言
・
邑
ぎ
冒
品
①
を
捧
げ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
の
大
き
な

篇
眞
を
見
て
、
さ
ぞ
驚
い
た
で
あ
ら
う
－
若
し
旨
■
O
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

が
ぎ
3
；
討
ミ
を
果
し
た
と
し
た
ら
：
…
・
〔
原
文
の
ま
ま
〕

　
『
新
英
米
文
學
』
の
同
人
た
ち
が
逸
遠
く
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
日
を

知
り
、
同
人
の
ひ
と
り
が
来
日
し
た
ヒ
ュ
ー
ズ
と
会
見
し
て
、

「
ヒ
ュ
ー
ズ
の
未
蟹
表
の
詩
」
の
原
稿
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
同

誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
、
ま
こ
と
に
快
挙
生
言
っ

て
よ
く
、
か
つ
て
同
誌
の
同
人
の
ひ
と
り
で
、
そ
の
編
集
に
も
あ

た
ら
れ
た
西
川
正
身
先
生
が
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
の

も
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。

825

ま
た
、
隔
固
に
は
、

●
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
詩
人
■
彗
窃
片
昌
■
品
臣
ω
が
來
朝
し

た
こ
と
は
英
語
關
係
の
雑
誌
は
勿
論
、
新
聞
は
殆
ど
氣
が
つ

か
な
か
っ
た
。
本
誌
で
は
小
野
健
人
が
｝
目
o
・
ぎ
ω
に
會
っ

た
の
み
か
、
彼
の
未
蟹
表
の
詩
と
、
キ
ュ
ー
バ
詩
人
の
謬
稿

を
貰
つ
て
來
た
。
今
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
『
新
英
米
』
に
網
え

ず
寄
稿
す
る
こ
と
ま
で
絢
東
さ
せ
た
。
來
月
號
に
そ
の
≡
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

註
H
ま
o
峯
及
ぴ
詩
稿
を
蟹
表
す
る
。
〔
原
文
の
ま
ま
〕

と
、
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
早
い
こ
ろ
の
国
際
交
流
の
一
例
と
い
い
ま
し

ょ
う
か
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
作
家
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
＾
ー

ズ
が
未
刊
の
詩
集
の
原
稿
か
ら
え
ら
ぴ
出
し
て
、
、
望
胃
Φ

9
o
電
o
畠
津
○
亭
宵
勺
畠
旨
叩
．
、
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

注
意
し
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
〔
な
お
、
こ
こ
で
、
誰
し
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
こ
と
は
、
二

の
文
芸
誌
の
同
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
ヒ
ュ
ー
ズ
の

来
日
を
逸
速
く
察
知
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
推
測
で
し
か
な
い
が
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

築
地
小
劇
場
の
俳
優
た
ち
は
、
モ
ス
ク
ワ
在
住
の
佐
野
碩
か
ら
ヒ
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ユ
ー
ズ
来
日
の
予
定
を
手
紙
で
知
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
筋
か
ら

『
新
英
米
文
學
』
の
同
人
た
ち
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
来
日
の
情
報
を
得

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
二
週
間
ほ
ど

の
東
京
滞
在
中
に
、
英
文
学
の
教
授
を
し
て
い
る
、
あ
る
日
本
人

と
そ
の
夫
人
の
客
と
し
て
、
歌
舞
伎
座
で
歌
舞
伎
の
興
行
を
見
て

い
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
を
歌
舞
伎
見
物
に
招
い
た
、
こ
の
英
文
掌
教
授

夫
妻
が
ど
な
た
で
あ
っ
た
の
か
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
確
か
め
る

術
が
な
い
。
こ
の
点
も
、
是
非
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
〕

　
さ
て
、
『
新
英
米
文
學
』
は
そ
の
予
告
通
り
に
、
次
号
、
九

月
号
に
「
特
別
寄
稿
」
と
い
う
形
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
「
《
望
葭
鼻

｝
O
斥
》
其
他
の
詩
」
を
、
原
詩
に
謡
註
を
つ
け
て
掲
載
し
て
い
る
。

謡
註
者
は
、
高
垣
松
雄
先
生
で
、
そ
の
前
書
き
に
は
以
下
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
－

　
ア
メ
リ
カ
の
青
年
詩
人
■
彗
o
阜
津
昌
¢
目
腎
塞
が
去
六

月
下
旬
に
日
本
を
訪
れ
た
時
、
新
英
米
文
學
同
人
は
幸
に
も

彼
に
會
ふ
機
會
を
も
ち
、
且
つ
未
刊
詩
集
の
原
稿
を
本
誌
に

掲
げ
る
特
構
を
え
た
。
詩
人
か
ら
托
さ
れ
た
詩
稿
は
総
て
で

二
十
三
篇
、
之
を
、
望
8
岸
尉
Φ
耳
、
、
：
旨
巨
o
q
－
＆
籟
冨
娑
戸
二

＝
卑
o
ざ
、
の
三
部
に
大
別
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
詩
章

の
全
部
を
本
駿
に
掲
載
す
る
こ
と
は
、
誌
面
の
都
合
で
、
不

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
本
號
に
は
其
中
か
ら
敷
篇
だ
け
を

揮
ん
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
ほ
参
考
ま
で
に
全
二
十

三
編
の
表
題
を
衣
に
列
撃
し
て
置
く
。

　
　
、
因
ぎ
o
汀
田
①
写
一
二

　
　
　
ω
訂
冨
－
0
8
勺
鴉
冨
．
ズ
晶
8
ω
雪
く
顯
目
斤
H
O
0
2
ざ
巨

　
　
　
之
晶
8
5
邑
①
冨
．
里
彗
庁
ω
①
①
P
O
享
軍
旨
≧
苧

　
　
σ
顯
昌
凹
－
宙
5
o
斥
｝
①
斥
．
0
9
〇
一
U
昌
H
α
一

、
峯
巨
o
司
一
＆
田
H
窒
亭
二

　
∪
窃
庁
ρ
∪
H
窒
昌
句
邑
雪
－
目
彗
汁
一
〇
a
一
呂
O
旨
1
0
0
－
■

　
o
H
＆
オ
く
目
吾
．
■
彗
o
p
U
首
目
o
・
田
墨
斧
勺
｝
．
U
．

、
田
H
o
庁
①
、

　
皇
『
＆
1
■
o
く
雪
、
叩
射
o
ざ
昌
．
ω
丘
く
畠
ま
『
．
ω
　
U
首
目
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

　
｝
⑭
P
ω
艮
－
望
敦
望
鶉
蜆
・
吋
昌
斤
O
・
〔
原
文
の
ま
ま
〕

　
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
渡
さ
れ
た
詩
篇
の
数
は
、
合
計
二
十
三
篇
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
用
し
た
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば

二
十
篇
で
、
こ
の
ほ
か
に
三
篇
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
、

高
垣
先
生
は
、
ヒ
ュ
i
ズ
の
短
か
い
略
歴
を
紹
介
し
た
の
ち
、
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．
、
Z
向
Ω
宛
○
u
o
■
ヵ
く
＞
之
H
．
．
（
「
使
は
れ
て
い
る
ニ
グ
ロ
」
）
、
、
↓
O

O
■
肉
H
≧
Z
オ
向
Ω
射
O
■
■
＞
∪
目
貝
ω
、
（
「
或
る
黒
人
指
導
者
に

寄
せ
る
」
）
、
：
民
■
＞
O
宍
o
o
向
■
∪
＝
（
「
黒
い
種
子
」
）
、
、
困
■
＞
O
宍

｝
向
■
H
、
〔
タ
イ
ト
ル
訳
を
欠
く
。
（
筆
者
）
〕
、
　
、
ω
H
×
由
胃
ω

｝
■
d
向
ω
、
（
「
七
十
五
仙
ブ
ル
ー
ズ
」
）
の
五
篇
を
、
原
詩
に
訳
を

添
え
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
選
ぱ
れ
て
い
る
詩
の
う
ち
、
最
初
の
四
篇
は
、
差
別
さ
れ
、
抑

圧
さ
れ
、
搾
取
さ
れ
、
と
き
に
懐
柔
さ
れ
る
黒
人
た
ち
を
う
た
っ

た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
五
番
目
の
「
七
十
五
仙
ブ
ル
ー
ズ
」
は
、

ア
メ
リ
カ
黒
人
の
間
で
生
ま
れ
た
歌
曲
ブ
ル
ー
ス
の
、
や
る
せ
な

い
気
分
を
芸
術
化
し
た
と
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
独
特
の
作
風
を
う
か

が
わ
せ
る
作
品
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
以
上
五
篇
の

作
品
が
選
ば
れ
て
い
る
か
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
つ
い
で
『
新
英
米
文
學
』
の
十
月
号
は
、
再
ぴ
「
特
別
寄
稿
」

と
い
う
形
で
、
二
ω
曽
＞
射
向
－
O
射
O
勺
勺
向
内
ω
脚
O
葦
實
巾
O
向
旨
ω
．
．

と
魑
し
、
今
度
は
原
詩
だ
け
を
、
訳
を
添
え
ず
に
、
簡
略
な
註
を

加
え
て
掲
載
し
て
い
る
。
選
ぱ
れ
て
い
る
作
品
は
、
、
O
O
H
O
－

団
目
尾
　
　
旨
、
一
　
、
U
向
ω
－
射
向
、
一
　
、
ω
饒
＞
射
向
－
O
勾
O
勺
勺
目
射
ω
、
一

、
O
｝
射
H
ω
H
量
＞
■
＞
団
＞
旨
＞
、
一
．
．
U
射
向
＞
呂
、
一
．
．
句
d
■
目
■
■
－

旨
向
Z
↓
、
・
．
、
Ω
O
U
、
の
七
篇
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に
加
え
ら
れ
た

註
に
は
、
　
（
M
・
T
・
）
と
い
う
頭
文
宇
に
よ
る
署
名
が
あ
り
、

こ
の
署
名
が
高
垣
松
雄
先
生
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

そ
の
注
を
以
下
に
引
用
す
る
と
－

　
■
彗
o
q
黒
昌
｝
晶
臣
ω
の
特
別
寄
稿
を
え
た
本
誌
は
、
九

月
號
に
も
そ
の
一
部
分
を
蟹
表
し
た
が
、
今
月
も
彼
の
未
刊

詩
集
か
ら
敷
篇
を
抜
い
．
て
紹
介
し
う
る
こ
と
を
喜
ぷ
も
の
で

あ
る
。
原
詩
は
平
易
な
語
句
で
書
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
今

度
は
謬
を
附
せ
ず
、
簡
賂
に
註
を
加
へ
る
こ
と
に
し
た
。

u
o
｝
＞
肉
甲
o
勾
o
勺
勺
向
内
ω
ー
ア
メ
リ
カ
南
部
諸
州
で
は
棉

花
栽
培
が
行
は
れ
て
、
そ
の
た
め
の
勢
働
カ
は
黒
人
が
供
給

し
て
ゐ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
此
詩
は
木
村
毅
氏

が
邦
謬
し
て
「
小
作
」
と
題
し
『
改
造
』
九
月
號
に
紹
介
し

て
ゐ
る
。〔

中
略
〕

　
　
∪
カ
内
＞
雪

〔
原
文
の
ま
ま
〕

此
詩
も
木
村
氏
の
邦
謬
あ
り
。

『
新
英
米
文
學
』
の
同
人
の
ひ
と
り

　
　
　
＾
9
〕

（
M
・
T
・
）

（
小
野
健
人
氏
）

が

ヒ
ュ
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ー
ズ
か
ら
渡
さ
れ
た
二
十
三
〔
二
十
〕
篇
の
詩
は
、
「
未
蟹
表
の

詩
」
も
し
く
は
「
未
刊
詩
集
の
原
稿
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ

の
う
ち
の
十
篇
は
す
で
に
『
オ
ポ
テ
ユ
ニ
テ
ィ
』
（
◎
、
盲
ミ
§
｝
ミ
）

そ
の
他
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
未
発

表
で
あ
っ
た
残
り
の
十
篇
の
う
ち
、
七
篇
は
そ
の
後
、
ヒ
ュ
ー
ズ

の
詩
集
『
ハ
ー
レ
ム
の
シ
ュ
イ
ク
ス
ビ
ア
』
（
簑
昌
ぎ
｛
§
ミ
ミ

ミ
ミ
ミ
§
）
（
一
九
四
二
）
お
よ
ぴ
『
驚
異
の
野
原
』
（
隻
雨
ミ
缶
県

ミ
o
ミ
ミ
）
（
一
九
四
七
）
ほ
か
、
雑
誌
類
に
再
録
さ
れ
る
。
し
か

し
、
．
、
田
5
鼻
｝
①
岸
、
一
、
峯
o
o
亨
o
〇
一
〇
昌
ρ
老
｝
冒
o
ブ
ニ
一
、
由
饅
く
①
目
、

の
三
篇
は
、
こ
の
あ
と
、
い
ず
れ
の
詩
集
に
も
雑
誌
に
も
再
録
さ

れ
た
形
跡
が
な
い
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
篇
だ
け
と
は
い
え
、

、
里
彗
岸
｝
①
斥
、
が
選
ば
れ
て
、
『
新
英
米
文
學
』
に
掲
載
さ
れ
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
詩
を
以
下
に
引
用
し
て
、
試
訳
を
付
し
て
み
た

、
　
1

し

団
－
里
o
片
宙
⑦
岸

H
ブ
①
H
①
ω
片
芭
目
o
ω

“
ゴ
o
峯
チ
幕
①

】
一
一
顯
目

市
o
伽
ω
o
｛
｛
－
①
饒
色
｛
蜆
－

■
o
『
o
o
｛
“
げ
①
－
凹
目
旦

＞
■
o
顯
＝
亭
津
津
首
①
一
象
．

由
①
冨
一
U
彗
印
ま
①
邑
器
實
9

宙
顯
自
o
眈
一
〇
一
甘
Φ
岨
o
自
－

田
o
器
霧
艮
目
g
巨
目
四

z
o
↑
①
く
o
自
一
ブ
9
H
↓
o
－
一

黒
土
〔
人
〕

地
帯

あ
そ
こ
に
立
つ
の
は
白
人

農
地
の
ボ
ス
ー

土
地
と

そ
れ
が
生
み
出
す
も
の
す
ぺ
て
の
主
人

こ
こ
で
身
体
を
曲
げ
て
い
る
の
は
黒
ん
ぼ
た
ち

土
地
に
し
ぱ
ら
れ
た
労
務
者
た
ち
1

何
ひ
と
つ
　
ま
ま
な
ら
ぬ

自
分
た
ち
の
労
苦
す
ら
も
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こ
の
詩
に
は
、
白
人
の
地
主
の
土
地
で
酷
使
さ
れ
る
黒
人
た
ち

が
無
産
階
級
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
事
実
を
事

実
と
し
て
客
観
的
に
述
ぺ
て
い
る
描
写
の
背
後
に
、
こ
の
よ
う
な

形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
人
種
差
別
に
対
す
る
無
言
の
抗
議
と
い
っ

た
も
の
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
い
か
に
も
一
九
三
〇
年
代
的
な
作

品
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
、
明
ら
か
に
高
垣
松
雄
先
生
の
書

か
れ
た
注
に
よ
れ
ぱ
、
『
新
英
米
文
學
』
と
同
時
平
行
的
に
、
木

村
毅
氏
に
よ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
詩
作
品
の
翻
訳
・
紹
介
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
試
み
も
矢
張
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
日
を
契

機
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
う
し
て
、
わ
が
国
に
お

け
る
最
初
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
詩
の
紹
介
・
受
容
が
始
ま
っ
た
こ

と
は
、
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
京
滞
在
中
に
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
日
本
人
と
外
国
人

と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
バ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ク
・
ク
ラ
ブ
の
月
例
の

昼
食
会
に
招
か
れ
、
ス
ビ
ー
チ
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、

ア
メ
リ
カ
領
事
館
員
の
妻
で
、
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
出
身
の
白
人
女

性
と
隣
り
合
わ
せ
に
坐
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時
、
ア
メ
リ

カ
本
国
の
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
で
は
、
人
種
差
別
が
徹
底
し
て
い
て
、

ホ
テ
ル
で
も
ク
ラ
ブ
で
も
黒
人
が
白
人
ー
そ
れ
も
女
性
1
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
な
ど
、
殆
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、

東
京
の
公
け
の
昼
食
会
で
そ
の
よ
う
な
差
別
を
受
け
な
か
っ
た
こ

と
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
に
と
っ
て
愉
快
な
体
験
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
数
週
間
後
、
中
国
の
上
海
に
渡
り
、
孫
文
夫
人

（
宗
慶
齢
）
に
会
っ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
「
太
洋
丸
」
で
帰
国
す
る
途

中
、
再
び
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
神
戸
と
横
浜
の
港
で
役
人

か
ら
訊
問
を
受
け
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
の
動
静
は
、
逐
一
、
日
本
の
響

察
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
危
険
人
物
と
し

て
監
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
ヒ
ュ
ー
ズ
は
上
陸
は
許
可
さ
れ
、
一
か
月
前
に
泊
ま

っ
た
の
と
同
じ
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
客
室
に
も
ど
っ
て
き
た
。
そ
の

日
、
夕
食
の
あ
と
作
家
を
よ
そ
お
っ
た
響
察
官
た
ち
の
来
訪
が
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
作
家
た
ち
に
つ
い
て
の
質
問
を
受
け
る
。

．
そ
の
と
き
、
そ
の
響
察
官
た
ち
は
、
つ
い
最
近
ま
で
投
獄
さ
れ
て

い
た
『
太
陽
の
な
い
衛
』
（
一
九
二
六
）
の
作
者
、
徳
永
直
（
一

八
九
九
－
一
九
五
八
）
を
同
道
し
て
お
り
、
ヒ
ニ
ー
ズ
は
徳
永

と
短
か
い
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
翌
日
、
日
本
の
作
家
た
ち
と
の
昼
食
会
に
出
か
け
る
準
傭

を
し
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
警
視
庁
か
ら
の
呼
ぴ
出
し
を
受
け
る
。
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警
視
庁
に
連
行
ざ
れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
拘
引
さ
れ
た
の
で
は
な
い

と
聞
か
さ
れ
な
が
ら
、
実
は
拘
束
さ
れ
て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
経
由
で

来
日
し
た
理
由
、
中
国
に
渡
っ
た
理
由
、
孫
文
夫
人
に
会
っ
た
理

由
、
築
地
小
劇
場
へ
行
っ
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
た
あ

と
、
自
分
が
日
本
で
は
、
鳴
畠
o
畠
自
昌
o
目
畠
試
、
．
（
「
好
支
し
か

ら
ぬ
人
物
」
）
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
日
本

退
去
を
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
と
き
ヒ
ュ
ー
ズ
は
，
そ
の
二
日
後
の
七
月
二
五
日
に
出
港

す
る
「
太
洋
丸
」
に
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「
太
洋

丸
」
に
乗
船
す
る
ま
で
の
間
、
二
人
の
私
服
刑
事
に
つ
き
ま
と
わ

れ
、
船
に
棄
り
込
む
途
中
で
買
い
求
め
た
日
刊
新
聞
『
ジ
ャ
パ

ン
．
タ
イ
ム
ズ
・
ア
ン
ド
・
メ
イ
ル
』
（
旨
、
s
ミ
箏
§
婁
s
ミ
～

§
s
に
は
、
「
黒
人
作
家
、
警
察
に
よ
り
日
本
退
去
を
求
め
ら

れ
る
」
と
い
う
見
出
し
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
国
外
追
放
が
報
じ
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
新
聞
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
尋
問
を
受
け
た
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
日
「
太
洋
丸
」
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
こ
と
を
報
じ
た

あ
と
、
さ
ら
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
1

　
　
月
曜
日
の
、
．
終
日
に
わ
た
る
取
り
調
べ
の
あ
と
、
警
察
は

　
そ
の
黒
人
が
共
産
主
義
者
で
は
な
い
と
い
う
確
信
を
得
た
が
、

　
と
に
も
か
く
に
も
日
本
を
退
去
す
る
よ
う
に
命
じ
た
①
自
分

　
の
経
験
を
論
じ
な
が
ら
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
領
事
を

　
呼
ぴ
出
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
、
と
い
う
自
分
の
要
講
が
拒

　
否
さ
れ
た
、
と
語
っ
た
。
：
－
・
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
は
、
己
む
を
得

　
ざ
る
以
上
に
一
分
た
り
と
も
、
こ
の
国
に
留
ま
る
意
図
は
な

　
く
、
最
初
の
船
に
乗
っ
て
出
国
す
る
と
言
明
し
た
。
こ
の
点

　
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
の
願
い
は
、
警
察
の
そ
れ
と
偶
々
、
一
致

　
＾
1
0
〕

　
し
た
。

　
日
本
を
発
っ
た
翌
日
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
ホ
ノ
ル
ル
に
立
ち
寄
り
、

そ
こ
で
『
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
を
読
む
が
、
そ
の
中

に
、
一
九
…
二
年
七
月
二
五
日
、
火
曜
日
、
東
京
発
の
A
P
通
信

社
の
特
電
が
摺
載
さ
れ
て
い
た
－

　
作
家
、
日
本
を
去
る

　
J
・
L
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
共
産
主
義
に
関
す
る
訊
問
を
受
け
た

　
の
ち
出
国

　
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
作
家
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ

　
ュ
ー
ズ
は
、
昨
圓
、
六
時
間
に
及
ぶ
東
京
の
警
察
の
訊
問
を

5．害．害
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受
け
た
の
ち
、
本
日
、
横
浜
か
ら
蒸
気
船
太
洋
丸
に
乗
船
し

た
。　
警
察
は
ヒ
ュ
ー
ズ
が
、
激
し
い
弾
圧
を
受
け
て
い
る
日
本

の
共
産
主
義
運
動
と
通
じ
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、

疑
っ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
警
察
は
、
ヒ
＾
ー
ズ
が
直
ち
に
目
本
を
離
れ
亡
は
ど
う
か
、

と
「
提
案
し
た
」
。

　
ヒ
ュ
i
ズ
は
、
最
近
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
を
訪
れ
、
そ
の
後
、
上

海
か
ら
日
曜
日
に
当
地
に
到
着
し
た
。
ヒ
ェ
ー
ズ
の
ホ
テ
ル

を
訪
ね
た
十
一
人
の
日
本
人
も
、
共
産
主
義
と
の
関
係
を
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

わ
れ
て
訊
問
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
、
釈
放
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ホ
ノ
ル
ル
で
ヒ
＾
ー
ズ
は
、
東
京
を
発
つ
前
に
行
な
わ

れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
と
の
会
見
記
と
称
す
る
も
の
を
見
せ
ら

れ
た
。
そ
の
会
見
記
は
、
さ
き
に
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
日
を
報
じ
た

『
東
京
日
日
』
新
聞
が
掲
載
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
ヒ
ュ
ー
ズ

は
、
日
本
が
世
界
の
有
色
人
種
の
予
定
さ
れ
た
救
済
者
で
あ
り
、

ア
ジ
ア
の
指
導
者
で
あ
り
、
日
章
旗
を
か
か
げ
た
軍
隊
が
文
化
を

伝
播
し
て
い
る
、
た
ち
遅
れ
た
中
国
の
地
域
で
の
偉
大
な
安
定
勢
・

カ
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、

ヒ
ュ
ー
ズ
と
の
会
見
記
な
る
も
の
を
デ
ソ
ち
上
げ
て
、
新
聞
に
流

し
た
日
本
の
警
察
の
仕
業
で
あ
っ
て
、
警
視
庁
で
ヒ
ュ
ー
ズ
を
訊

問
し
た
係
官
が
述
べ
た
て
た
こ
と
を
、
．
ヒ
ュ
ー
ズ
自
身
が
喋
っ
た

こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
い
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
日
本
の
帝
国
主
義
を
口
を

極
め
て
称
賛
し
た
、
と
報
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ

ー
ズ
は
、
こ
の
デ
ヅ
チ
上
げ
の
会
見
記
は
、
日
本
の
訪
問
者
を
願

す
に
し
て
も
極
め
て
卑
劣
で
、
軽
蔑
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
考

え
て
慣
慨
に
堪
え
ず
、
そ
の
気
持
ち
は
、
二
十
三
年
後
に
書
か
れ

た
自
叙
伝
の
中
で
も
爆
っ
て
お
り
、
「
わ
た
し
は
会
見
な
ど
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
新
聞
記
者
に
会
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

真
っ
す
ぐ
自
分
の
船
室
に
入
っ
て
し
ま
う
ま
で
、
私
服
の
刑
事
に

つ
き
ま
と
わ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
日
本
の
指
導
カ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ほ
め
そ
や
す
こ
と
は
お
ろ
か
、
誰
に
も
お
別
れ
の
さ
よ
な
ら
を
言

　
　
　
　
　
　
　
＾
ど

っ
て
さ
え
い
な
か
っ
た
」
と
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
書

い
て
い
る
。

　
ホ
ノ
ル
ル
に
潜
い
た
ヒ
ュ
ー
ズ
を
不
快
に
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ホ
ノ
ル
ル
の
桟
橋
に
は
、
ヒ
＾
ー
ズ
を
出

迎
え
た
新
聞
記
者
た
ち
の
ほ
か
に
、
F
B
I
（
連
邦
捜
査
局
）
の

係
官
が
姿
を
見
せ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
そ
の
後
、

膚
分
の
動
静
が
F
B
I
の
監
視
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
察
知
し
た
が
、
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ヒ
ュ
ー
ズ
に
関
す
る
、
上
海
の
外
国
警
察
の
報
告
書
と
東
京
の
警

察
の
調
書
が
、
上
海
の
ア
メ
リ
カ
総
領
事
の
秘
密
文
書
の
形
で
ア

メ
リ
カ
国
務
省
に
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
知
る
由
も
な
か
っ

た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
の
死
後
、
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
国
務
省
極
東
担

当
局
（
ま
o
ζ
．
ω
1
ω
富
宥
∪
毫
胃
一
目
g
汁
．
蜆
皇
く
邑
旨
o
h
司
胃

■
竃
8
昌
＞
爵
一
冨
）
の
秘
密
文
書
に
、
日
本
の
当
局
が
作
成
し
た
、

ヒ
＾
ー
ズ
に
関
す
る
調
書
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
た
が
、
ヒ
ュ
ー

ズ
は
日
本
の
警
察
の
訊
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ー

　
わ
た
し
の
名
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ

ー
ズ
、
三
十
一
歳
、
ア
メ
リ
カ
は
ミ
ズ
ー
リ
州
生
ま
れ
。

…
…
両
親
は
、
黒
ん
ぼ
（
巨
o
q
o
q
①
冨
）
で
、
わ
た
し
が
子
供
の

頃
、
離
婚
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
以
下
の
組
織
と
関
係
し

て
お
り
ま
す
1

　
国
際
革
命
作
家
連
盟
（
－
ま
彗
墨
ま
o
墨
一
射
婁
o
ξ
ま
昌
－

　
　
胃
く
■
塞
o
o
篶
）

　
国
際
革
命
計
画
作
家
連
盟
（
冒
需
昌
津
6
墨
一
射
望
〇
一
自
－

　
　
ま
星
～
里
g
峯
ユ
冨
畠
g
凹
。
口
篶
）

　
作
家
連
盟
（
＞
＝
匡
一
〇
鶉
5
品
；
）

　
劇
作
家
組
合
（
U
量
昌
算
乗
o
巨
5
）

　
全
米
有
色
人
地
位
向
上
協
会
（
オ
里
ま
昌
巴
臣
竃
o
封
弐
昌

　
　
｛
o
・
亭
o
＞
～
彗
o
彗
竃
片
o
｛
o
〇
一
胃
＆
雰
o
旦
o
）

　
労
働
者
文
化
連
盟
（
5
σ
o
篶
易
O
巨
旨
邑
■
窒
o
o
畠
）

ニ
グ
ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
た
し
は
、
ニ
グ
ロ
た
ち
と
抑

圧
さ
れ
た
大
衆
の
解
放
の
た
め
に
努
カ
し
て
き
ま
し
た
し
、

そ
の
努
カ
を
末
永
く
続
け
ま
す
。
共
産
主
義
は
、
抑
圧
さ
れ

た
大
衆
の
解
放
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
な
自
由
が
共

産
主
義
の
実
現
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
を
、

わ
た
し
は
今
も
っ
て
疑
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
共
産
主
義

者
で
あ
る
と
は
主
張
し
ま
せ
ん
が
、
同
調
者
と
見
徴
さ
れ
る

こ
と
に
反
対
は
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
す
ぺ
て
の
共
産
主

義
運
動
、
そ
れ
に
、
す
ぺ
て
の
抑
圧
さ
れ
た
人
々
に
も
共
感

し
、
こ
れ
を
支
持
す
る
か
ら
で
す
。
結
局
、
わ
た
し
は
、
共

産
主
義
と
、
抑
圧
さ
れ
て
い
る
人
々
の
解
放
の
た
め
の
戦
い

に
関
心
を
も
つ
、
ひ
と
り
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
な
の
で
す
。

＾
旭
）

　
ヒ
ニ
ー
ズ
が
自
ら
、
自
分
の
両
親
を

と
呼
ぴ
、
「
ひ
と
り
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」

「
黒
ん
ぽ
」
（
、
邑
o
q
需
冨
、
）

（
：
曽
；
o
量
＝
黒
、
、
）
と
名
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乗
っ
た
と
さ
れ
る
点
に
は
凝
問
が
残
る
が
、
共
産
主
義
運
動
に
示

し
て
い
る
共
感
は
、
当
時
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
心
惰
を
正
確
に
伝
え
て

い
る
と
見
て
よ
く
、
二
冊
目
の
自
叙
伝
で
共
産
主
義
に
対
す
る
ヒ

ュ
ー
ズ
の
共
感
が
影
を
薄
く
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
自
叙
伝
が
マ

ヅ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
「
赤
狩
り
」
酎
の
時
期
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
な
お
、
ヒ
ュ
ー
ズ
が
当
時
の
日
本
の
新
聞
報
遭
に
関
し
て
、

朝
鮮
人
の
犯
罪
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
犯
罪
が

人
種
的
な
レ
ヅ
テ
ル
を
つ
け
て
報
遣
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
日
本
に

お
け
る
朝
鮮
人
の
問
題
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
の
間
題
と
の

共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
の
は
流
石
で
あ
る
。
〕

　
こ
こ
で
話
を
『
新
英
米
文
學
』
に
戻
す
こ
と
に
す
る
が
、
ヒ
ュ

ー
ズ
が
帰
国
し
た
の
ち
、
こ
の
文
芸
誌
は
、
そ
の
年
の
十
一
月
号

か
ら
嗣
團
圃
と
い
う
形
で
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
短
篇
小
説
「
恥
知

ら
ず
の
コ
ー
ラ
」
（
、
O
O
量
d
墨
蜆
訂
冒
＆
二
）
の
連
載
を
始
め
て

い
る
。
こ
の
企
画
は
、
同
人
の
小
野
健
人
氏
が
ヒ
ュ
ー
ズ
と
会
っ

た
と
き
、
ヒ
ュ
ー
ズ
と
の
間
に
取
り
つ
け
た
約
東
－
「
今
後
ア

メ
リ
カ
か
ら
『
新
英
米
』
に
絶
え
ず
寄
稿
す
る
」
約
束
ー
を
ヒ

ュ
ー
ズ
が
守
っ
て
、
帰
国
後
、
そ
の
原
稿
を
送
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
実
現
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
短
篇
作
品
は
、
ア
メ
リ

力
本
国
で
は
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ィ
』
誌
（
㌧
§
ミ
ざ
§

き
ミ
ミ
ミ
）
の
一
九
三
三
年
九
月
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
ほ
ぼ
同
時
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

『
新
英
米
文
學
』
で
は
、
そ
の
原
文
に
K
・
O
・
氏
－
明
ら
か

に
小
野
健
人
氏
ー
に
よ
る
脚
注
を
添
え
て
掲
載
し
、
一
種
の
英

語
教
材
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
連
載
の
二
回
目
は
、
十
二
月
号

と
翌
年
の
一
月
号
と
の
合
併
号
に
掲
載
さ
れ
、
読
者
の
便
宜
の
た

め
に
「
前
号
ま
で
の
梗
概
」
が
書
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
達
載
の

予
定
は
あ
っ
た
ら
1
し
く
、
最
後
に
、
8
σ
o
8
目
ま
昌
巴
、
、
（
「
続

く
、
以
下
次
号
」
）
と
予
告
さ
れ
て
は
い
る
が
、
『
新
英
米
文
學
』

は
、
こ
の
合
併
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
文
芸
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
〕

で
の
ヒ
ュ
ー
ズ
の
短
篇
作
品
の
連
載
は
完
結
し
な
か
っ
た
。

　
以
上
に
略
述
し
た
と
こ
ろ
が
、
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の

来
日
の
顛
末
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
黒
人
詩
人
紹
介
の
事
始

め
と
も
言
う
べ
き
、
記
念
碑
的
な
文
芸
誌
の
成
果
の
大
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
来
日
中
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
警
視
庁
に
呼
ぴ
出
さ

れ
、
私
服
の
警
官
に
つ
き
ま
と
わ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ズ
と
の
昼
食
会
を

予
定
し
た
日
本
の
作
家
た
ち
が
拘
留
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
『
新
英
米
文
學
』
の
同
人
が
ヒ
ュ
ー
ズ
に
会
い
、
詩
の
原

稿
を
託
さ
れ
た
こ
と
が
警
察
の
追
求
を
免
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
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僥
倖
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ヒ
ュ
ー

ズ
が
『
新
英
米
文
學
』
を
、
そ
の
自
伝
の
中
で
「
あ
る
日
本
の
文

芸
誌
」
と
だ
け
言
っ
て
い
る
の
は
、
来
目
後
、
二
十
三
年
も
経
っ

て
い
る
の
で
『
新
英
米
文
學
』
の
名
を
思
い
出
せ
な
か
っ
た
た
め

か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
名
を
明
記
し
て
累
が
他
に
及
ぷ
こ
と
を

恐
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
作
品
の
書

誌
学
的
研
究
と
し
て
は
最
も
浩
翰
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
ド
ナ
ル

ド
．
C
．
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
の
『
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
伝

記
付
き
書
誌
一
九
〇
二
－
一
九
六
七
』
（
U
o
量
5
ρ
－
）
μ
鼻
．

巨
竃
戸
』
宙
ざ
－
ミ
ミ
ざ
軸
§
、
ミ
ミ
ト
s
s
恕
“
§
曽
ミ
容
婁
葛
s
l

葛
ミ
）
（
一
九
六
七
）
に
、
『
新
英
米
文
學
』
へ
の
言
及
が
全
く
見

ら
れ
な
い
の
は
、
矢
張
り
、
片
手
落
ち
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
来
日
の
時
期
よ
り
ず
っ
と
後
の
こ
と
に

な
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
お
け
る
わ
が
国
で
、
ラ
ン
グ

ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
紹
介
に
ひ
と
役
買
っ
た
の
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ

の
長
編
小
説
『
笑
は
ぬ
で
も
な
し
』
（
き
、
§
§
§
“
卜
§
恩
、
ミ
）

（
二
九
三
〇
）
の
翻
訳
出
版
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
の
訳
者
は
除
村

ヤ
ヱ
女
史
、
出
版
杜
は
白
水
社
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）

発
行
で
、
定
価
は
一
圓
八
十
銭
で
あ
っ
た
。

　
ヒ
ュ
ー
ズ
の
長
編
小
説
が
こ
の
時
期
を
選
ん
で
翻
訳
．
紹
介
さ

れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
こ
れ
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
が
、
「
課
者
序
」
に
は
、
こ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
イ
ソ
・
ス
ト
エ
ー
｝

品
が
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
の
『
本
町
通
り
』
（
ω
ぎ
o
巨
H
■
o
色
m
一

き
ぎ
9
、
§
）
（
一
九
二
〇
）
の
黒
人
版
で
あ
る
と
す
る
批
評
を

踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
1

　
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
の
「
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
」
の

主
人
公
と
し
て
探
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
カ
レ
ヅ
ジ
を
出
た
ぱ
か

り
の
一
人
の
イ
ン
テ
リ
女
性
で
あ
っ
て
、
作
者
は
彼
女
が
現

實
と
か
け
離
れ
た
観
念
的
な
理
想
主
義
に
か
ら
れ
て
田
舎
町

の
偉
統
と
因
襲
を
破
ら
う
と
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
被
れ

て
行
く
と
い
ふ
個
人
圭
義
者
の
運
命
を
扱
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
ヒ
ュ
ー
ズ
が
自
分
の
小
説
の
主
人
公

と
し
て
選
ん
だ
の
は
貧
乏
な
黒
人
洗
濯
女
を
祀
母
に
、
白
人

の
お
勝
手
で
働
く
料
理
女
を
母
に
持
ち
、
石
油
ラ
ン
プ
に
煤

け
た
小
さ
な
家
に
威
育
し
な
が
ら
周
園
を
眺
め
て
ゐ
る
一
人

の
未
知
敷
の
黒
人
少
年
で
あ
り
、
彼
が
黒
人
と
い
ふ
存
在
の

制
隈
性
に
人
間
と
し
て
疑
惑
を
持
ち
始
め
、
因
襲
の
殻
を
破
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ら
う
と
す
る
に
至
る
廣
い
現
實
的
な
展
望
を
扱
つ
た
も
の
で

あ
る
。
同
じ
く
田
舎
町
の
内
部
の
解
刮
を
試
み
な
が
ら
、
ル

イ
ス
が
停
滞
し
き
つ
た
現
實
の
中
で
、
急
進
的
な
女
圭
人
公

を
刹
那
刹
那
の
統
一
の
な
い
氣
分
の
中
に
破
滅
さ
せ
、
批
到

牛
ぱ
に
し
て
問
題
を
投
げ
出
し
て
ゐ
る
の
に
反
し
て
、
ヒ
ュ

ー
ズ
は
複
雑
多
様
な
現
實
の
素
材
を
サ
ン
デ
ー
と
い
ふ
圭
人

公
を
中
心
に
よ
く
方
向
づ
け
、
組
織
し
、
そ
の
申
に
統
一
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

る
壁
展
的
な
肚
會
の
展
望
を
導
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
原

文
の
ま
ま
〕

　
因
み
に
シ
ン
ク
レ
ア
・
ル
イ
ス
の
『
本
町
通
り
』
は
、
す
で
に
、

ア
メ
リ
カ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
を
描
写
し
た
作
晶
で
あ
る
と
し
て
、

左
翼
的
な
立
場
か
ら
の
批
判
を
加
え
る
た
め
に
、
一
九
三
一
年

（
昭
和
六
年
）
、
前
田
河
廣
一
郎
訳
で
我
が
国
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ

て
い
た
が
、
『
笑
は
ぬ
で
も
な
し
』
の
中
に
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
「
統
一

あ
る
螢
展
的
な
杜
會
の
展
望
を
導
き
入
れ
た
」
と
訳
者
が
書
い
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
翻
訳
も
『
本
町
通
り
』
の
翻

訳
を
促
し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
、
傾
向
的
な
関
心
が
、
そ
の
動
機

と
な
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
ヒ
ュ
ー
ズ
の
長
編
小

説
が
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
は
し
た
が
、
わ
が
国
に
お

け
る
ヒ
ュ
ー
ズ
の
紹
介
が
本
格
化
す
る
の
は
、
矢
張
り
戦
後
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
鞭
を
着
け
ら
れ
た
の
は
木
島
始
氏
で
あ
る
。

木
島
氏
は
先
ず
、
一
九
五
二
年
に
、
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ

編
1
『
こ
と
与
こ
と
く
の
声
を
あ
げ
て
歌
え
ー
ア
メ
リ
カ
黒
人
詩

集
』
（
未
来
社
）
を
刊
行
す
る
。
こ
の
訳
詩
集
は
、
ラ
ン
グ
ス
ト

ン
．
ヒ
ュ
ー
ズ
と
ア
ー
ナ
・
ボ
ン
タ
ム
の
編
集
し
た
黒
人
詩
集

〔
■
固
目
o
q
m
8
自
串
自
o
司
｝
轟
陣
＞
；
輿
d
o
葦
o
∋
場
（
o
身
－
）
一
H
ぎ
き
－

ミ
ミ
県
§
軸
≧
祭
§
ミ
き
－
、
ミ
o
（
岩
＄
）
〕
か
ら
抜
粋
し
た
作

品
の
翻
訳
を
納
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ヒ
ュ
ー

ズ
の
作
品
は
、
「
ぼ
く
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
を
う
た
う
」
（
、
戸
H
O
〇
一

望
轟
＞
冒
邑
8
、
）
、
「
黒
人
少
女
の
た
め
の
う
た
」
（
、
ω
昌
o
目
｛
昌

艘
U
彗
斥
O
巨
二
）
、
「
黒
人
は
お
お
く
の
河
を
う
た
う
」
（
、
－
岩

z
o
零
o
ω
勺
窒
雰
o
｛
宛
ぎ
o
易
二
）
、
「
母
か
ら
む
す
こ
に
」
（
：
呂
o
－

艘
雪
旨
ω
昌
二
）
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
市
リ
ン
カ
ン
記
念
館
」
（
、
－
宇

o
〇
一
自
ヂ
白
o
目
目
目
o
目
↑
一
～
く
葭
ω
－
二
目
o
目
汁
o
自
．
、
）
、
「
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
・
ブ
ル

ー
ス
」
（
．
．
｝
O
昌
霧
－
鼻
曽
篶
ω
、
．
）
、
「
ア
メ
リ
カ
を
再
ぴ
ア
メ
リ
カ

に
し
よ
う
」
（
，
．
■
9
＞
旨
O
ユ
S
田
①
＞
昌
Φ
ユ
S
＞
O
目
巴
目
、
）
、
「
ハ

リ
ー
．
ム
ー
ア
の
う
た
物
語
」
〔
作
者
か
ら
直
接
お
く
ら
れ
た
タ

イ
プ
の
原
稿
か
ら
こ
れ
を
訳
し
た
。
（
訳
者
）
〕
の
計
八
篇
で
あ
る
。
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㌧

　
そ
の
翌
年
、
拙
訳
で
「
自
由
列
車
」
（
．
、
軍
①
＆
o
昌
■
量
巨
、
）
、

「
エ
ス
様
の
足
許
で
」
（
、
黒
g
o
．
言
㎝
畠
、
）
、
「
詩
」
（
、
勺
o
Φ
昌
．
、
）
、

「
祈
り
」
（
、
軍
螢
胃
．
．
）
、
「
わ
た
し
の
国
の
人
々
」
（
：
峯
｝
雰
O
豆
①
、
、
）

の
五
篇
が
、
同
人
誌
『
ぼ
く
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
』
（
明
日
の

会
）
3
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
同
人
誌
に
は
、
さ
ら
に
拙
訳
で

そ
の
2
6
号
（
一
九
五
六
）
に
「
ウ
イ
ァ
リ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
」
（
、
H
ぎ

峯
塞
q
望
冨
蜆
、
）
、
「
俺
だ
っ
て
」
（
、
一
H
8
、
）
、
「
大
き
く
な
っ

た
の
だ
か
ら
」
（
、
＞
眈
－
Ω
篶
尋
0
5
雪
：
）
の
三
篇
、
そ
の
終
刊

号
〔
3
0
号
〕
（
一
九
五
八
）
に
「
坊
や
」
（
：
d
凹
耳
、
）
、
「
－
だ
も

ん
で
」
（
二
射
塞
害
冨
峯
巨
く
、
）
、
「
ア
ラ
パ
マ
の
地
」
（
、
＞
5
σ
凹
目
閏

丙
胃
亭
、
）
、
「
水
辺
の
通
り
」
（
、
ミ
津
實
－
軍
O
葦
ω
弍
8
誌
．
、
）
の
四

篇
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
年
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
第
一
詩
集
『
も

の
憂
い
ブ
ル
ー
ス
』
（
§
雨
ミ
§
ミ
望
§
吻
）
（
一
九
二
六
）
が
拙

訳
で
『
ニ
グ
ロ
と
河
』
と
題
し
て
、
国
文
社
か
ら
上
梓
さ
れ
、
ヒ

ュ
ー
ズ
の
作
品
の
翻
訳
・
紹
介
は
言
わ
ぱ
軌
道
に
乗
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
以
後
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
翻
訳
さ

れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
の
作
品
の
書
誌
と
い
う
形
で
、
リ
ス
ト
を
掲
げ
る

だ
け
に
留
め
た
い
。

　
木
島
始
訳
『
ヒ
ェ
ー
ズ
作
品
集
－
あ
る
金
曜
日
の
朝
』
（
飯

●

　
塚
書
店
）
（
一
九
五
九
）

浜
本
武
雄
訳
『
笑
い
な
き
に
あ
ら
ず
』
（
黒
人
文
学
全
集
第
五

　
巻
）
（
早
川
書
房
）
（
一
九
六
一
）

橋
本
・
浜
本
編
『
黒
人
作
家
短
篇
集
』
〔
ヒ
ュ
ー
ズ
の
短
篇
二

　
篇
を
収
録
〕
（
黒
人
文
学
全
集
第
八
巻
）
（
早
川
書
房
）
（
一

　
九
六
一
）

橋
本
・
浜
本
編
『
ニ
グ
ロ
・
エ
ヅ
セ
イ
集
』
〔
ヒ
ュ
ー
ズ
の
論

　
文
類
三
篇
を
収
録
〕
（
黒
人
文
学
金
集
第
十
一
巻
）
（
早
川
書

　
房
）
（
一
九
六
二
）

木
島
・
皆
河
編
『
詩
・
民
謡
・
民
話
』
〔
ヒ
ュ
ー
ズ
の
詩
十
三

　
篇
を
収
録
〕
（
黒
人
文
学
全
集
第
十
二
巻
）
（
早
川
書
房
）

　
（
一
九
六
二
）

斎
藤
忠
利
訳
『
黒
人
街
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』
（
国
文
杜
）
（
一

　
九
六
二
）
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諏
訪
優
訳
編
『
ア
メ
リ
カ
・
ニ
グ
ロ
詩
集
』
〔
ヒ
ュ
ー
ズ
の
詩

　
九
篇
を
収
録
〕
（
思
潮
社
）
（
一
九
六
九
）

木
島
始
訳
『
ジ
ャ
ズ
の
本
』
（
晶
文
社
）
（
一
九
六
八
）

木
島
始
訳
『
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
．
・
ヒ
ュ
ー
ズ
詩
集
』
（
思
潮
社
）

　
（
一
九
六
九
）

北
村
崇
郎
訳
『
自
由
の
た
め
の
戦
列
－
N
A
A
C
P
の
記

　
録
』
（
小
川
出
版
）
（
一
九
七
〇
）

木
島
始
訳
『
ぽ
く
は
多
く
の
河
を
知
っ
て
い
る
ー
ラ
ン
グ
ス

　
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
自
伝
1
』
（
河
出
書
房
新
杜
）
（
一
九
七

　
二
）

木
島
始
訳
『
き
み
は
自
由
に
な
り
た
く
な
い
か
？
－
ラ
ン
グ

　
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
自
伝
2
』
（
河
出
書
房
新
社
）
（
一
九
七

　
六
）

木
島
始
訳
『
終
り
の
な
い
世
界
ー
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー

　
　
ズ
自
伝
3
』
（
河
出
書
房
新
社
）
（
一
九
七
六
）

　
古
川
博
已
訳
『
片
道
き
っ
ぷ
』
（
国
文
杜
）
（
一
九
七
五
）

嶋
岡
農
一
松
憲
徳
訳
『
世
薫
人
詩
集
』
一
三
ー
ズ
の
詩

　
　
二
篇
を
収
録
〕
（
飯
塚
書
店
）
（
一
九
七
五
）

　
木
島
始
訳
『
ジ
ャ
ズ
』
（
飯
塚
書
店
）
（
一
九
七
七
）

　
木
島
始
編
訳
『
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
ズ
評
論
集
－
黒
人

　
　
芸
術
家
の
立
場
』
（
創
樹
社
）
（
一
九
七
七
）

　
斎
藤
忠
利
訳
『
驚
異
の
野
原
』
（
国
文
社
）
（
一
ガ
七
七
）

　
最
後
に
、
ヒ
ニ
ー
ズ
が
筆
者
に
贈
っ
て
く
れ
た
自
叙
伝
『
さ
す

ら
い
つ
つ
驚
く
』
の
扉
に
書
か
れ
た
、
見
事
な
筆
跡
の
献
呈
の
辞

を
掲
げ
て
、
拙
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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（43） 日本に捌ナるラングストン・ヒューズ
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一橋論叢 第98巻 第4号　（44）

（
1
）
　
『
ポ
ー
ギ
ー
』
は
黒
人
の
乞
食
を
主
人
公
に
し
た
小
説
で
あ
る

　
が
、
の
ち
に
ヘ
イ
ワ
ー
ド
は
夫
人
と
合
作
で
劇
化
し
、
ビ
ュ
ー
リ
ヅ

　
ツ
ァ
ー
賞
を
得
た
。

（
2
）
㌧
§
ミ
ミ
婁
、
§
ミ
ミ
o
I
N
葦

（
3
）
　
こ
の
文
芸
誌
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
．
こ
教
示
下
さ
っ
た
の
は
、

　
元
東
京
大
学
文
挙
部
教
授
の
西
川
正
身
先
生
で
あ
り
、
以
下
の
記
述

　
は
、
先
生
の
ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
貴
重
な
資
料
を
お
貸

　
し
下
さ
っ
た
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
4
）
　
一
九
二
五
年
の
冬
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
の
ワ
ー
ド
マ
ン
．

　
バ
ー
ク
・
ホ
テ
ル
で
給
仕
人
助
手
と
し
て
働
い
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、

　
そ
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
詩
の
朗
読
会
の
た
め
に
逗
留
し
た
ブ
里
イ

　
チ
ェ
ル
・
リ
ン
ジ
ィ
の
食
卓
に
、
自
作
の
詩
三
篇
を
置
き
、
こ
れ
を

　
読
ん
だ
リ
ン
ジ
ィ
は
ヒ
ュ
ー
ズ
の
詩
才
を
発
見
し
、
黒
人
詩
人
ヒ
ュ

　
ー
ズ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
9
■
彗
o
目
g
昌

　
国
品
ま
μ
§
砧
b
暗
い
§
（
5
♂
）
や
N
旨
・

（
5
）
　
『
新
英
米
文
學
』
（
一
九
三
三
）
八
月
号
、
乃
頁
。

（
6
）
　
同
誌
、
κ
頁
。

（
7
）
　
西
川
正
身
『
ア
メ
リ
カ
文
学
覚
え
書
』
（
増
補
版
）
（
一
九
七

　
七
）
獅
貢
。

（
8
）
　
『
新
英
米
文
學
』
（
一
九
三
三
）
九
月
号
、
η
員
。

（
9
）
　
同
誌
、
十
月
号
、
4
1
員
。

　
　
な
お
、
『
改
造
』
（
一
九
三
三
年
、
九
月
号
）
（
9
0
…
9
1
頁
）
に
は
、

　
木
村
毅
氏
に
よ
る
ヒ
ュ
ー
ズ
紹
介
と
＾
訳
詩
二
篇
〔
「
小
作
」
お
よ

　
ぴ
「
夢
」
〕
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
は
、
目
次
で
は
「
追

　
放
さ
れ
た
黒
人
蓼
術
家
」
、
本
文
で
は
「
黒
人
詩
人
ヒ
，
一
－
ズ
君
」

　
と
題
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
學
蓼
自
由
同
盟
の
有
志
と
共
に
ヒ
ュ
ー

　
ズ
と
会
っ
た
木
村
氏
は
、
『
新
英
米
文
學
』
の
同
人
、
小
野
健
人
氏
が

　
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
渡
さ
れ
た
詩
稿
の
一
部
を
分
け
与
え
ら
れ
て
、
ヒ
ュ

　
ー
ズ
の
詩
の
紹
介
を
試
み
て
い
る
。

（
1
0
）
　
9
㌧
§
ミ
軋
ミ
§
㌧
ミ
邑
ミ
軋
ミ
雫
N
N
9

（
1
1
）
　
9
司
嘗
三
－
籟
o
冒
き
ト
s
ミ
昧
包
o
曽
婁
軸
ぎ
コ
■
さ
ミ
萬
茗
軋

　
b
ミ
§
軋
§
ミ
雨
§
（
岩
o
o
ω
）
o
．
－
①
α
．

（
1
2
）
　
－
ミ
§
軋
ミ
§
、
§
ミ
、
ミ
℃
．
ミ
o
o
I

（
1
3
）
　
ξ
向
巴
9
田
o
『
『
予
◎
＞
9
、
勺
．
S
N
．

（
叫
）
　
『
新
英
米
文
學
』
（
一
九
三
三
）
十
一
月
号
、
3
5
～
3
8
貫
、
お
よ

　
ぴ
十
二
月
・
一
月
（
一
九
三
四
）
合
併
号
、
脾
～
脆
員
参
照
。

（
∬
）
　
ラ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ヒ
ュ
ー
．
ス
（
除
村
ヤ
ヱ
課
）
『
笑
は
ぬ
で
も

　
な
し
』
「
謡
者
序
」
8
～
9
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
挙
教
授
）
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